
第11回 ASSIST勉強会

テーマ①「冬期講習」



◆本⽇のテーマ

１．学年・科⽬別成績の上げ⽅
２．⼩学⽣の冬期講習
３．⾼校⽣の冬期講習
４．継続を意識する



◆科⽬別成績の上げ⽅

直近の⽬標 内容
冬休み明けの学年末テスト（中１，２） 学年末テストの範囲を学習
⼊試（中３、⾼３） 数学・理科・社会に⼒を⼊れる

（語学は短時間で伸びにくい）
次学年を⾒据えた指導（⼩学⽣） 次学年の重点学習内容につながる

学習価値をつける
⼊試（⾼１，２） ⼤学受験を視野に⼊れたカリキュラム

■⽬標を明確にする



◆科⽬別成績の上げ⽅（中１、２）
■提案内容…学年末テストで評価を上げて、⼊試判定につながる内申点の強化

科目 ３学期の授業内容の予習をする。

国語 教科書準拠ワーク（読解問題はやらない）
日本教材出版（新ワーク・必修テキスト・栄光ワーク・NEW
BASIC・教科書マスター・スパイラル）

数学 Winpass（３学期の予習）
・例題、基本問題を何度もやる。
・問題、答えを暗記するくらいやる。

英語 Winpass（３学期の予習）＋本文暗記テスト
シャッフルテストで新出単語の暗記
中１の英語が抜けている人はそこから。
倍の時間を取らないと追いつかない。

社会 Winpass（２学期の復習は不要。３学期のテスト対策に特化）

理科 winpass（２学期の復習は不要。３学期のテスト対策に特化）

成績標準以上…冬期テキスト、または夏期テキスト
成績下位層…冬休みから期末テストの準備スポット学習



◆科⽬別成績の上げ⽅（中３）
■提案内容…即得点が上がる科⽬に集中する

科目 理数・暗記科目を重点に。語学は時間がかかるので直前には
向かない。

数学 基礎力定着テスト
（１枚ずつ１枚目ができるようになったら２枚目に。）

理科 １分野･･･数学が得意な生徒はこちらから
２分野・・・数学が苦手な生徒はシャッフルテスト
⇒winpassで練習（確認問題・ポイント演習・図解によるまとめ）
は満点取れるくらいやりこむ。

社会 シャッフルテストを全問できるように、ひたすら反復
⇒winpassで演習（確認問題とビジュアルチェック）
は満点取れるくらいやりこむ。

成績標準以上…科⽬を均等に⼊試問題過去問（第５回のビデオ参照）

成績下位層…数学、理科、社会で平均点を⽬指す。



◆科⽬別成績の上げ⽅（中３）



◆科⽬別成績の上げ⽅（中３）



◆⼩学⽣運営
通塾⽬的が中学⽣ほど明確ではなく、成果判定しにくい。
⇒成果判定がわかる題材を⽤意。
■⼩１〜６
「漢字」で漢検チャレンジ

■⼩４〜６
冬期テキストで総復習
※漫然とやってはダメ。到達点が⾒える提案を⽣徒、保護者
に必要。

継続への意識⇒
今学年での学習成果のアピール（テスト結果・通知表など）
次学年の学習不安（フィアアピール）



◆⼩６⇒中１の継続
■成績上位・中位者
「中学予習講座で先取り学習」
（英語…BE動詞 数学･･･正負の数）
※先に進めば進むほど、他の塾で学習するメ
リットがなくなる。

■成績下位者
「中学⼊学を⾒据えたカリキュラム作り」
冬期講習提案書に「中学⼊学後は〜」の⾔葉



◆⾼校⽣の冬期講習

※⾼校⽣教材の特徴をよく知る。
新規問合せは、相⼿の要望に瞬時に答えられる（適切な映像を出す）ようにすること。

■⾼１
・夏休み明けの定期テストは⼤きく成績を落とす。
⇒卒塾⽣への定期テスト対策のDM
理系…物理・⽣物の問題集（後述）
数学…「ASSIST PLUS」で出題単元の重点学習
英語…「英⽂法２０」「英語構⽂８０」は易しいテキスト。

やっていない⼦は躓いている可能性⼤。取り戻すのは今！
古典…助動詞の基礎を学べる短期講座。

■⾼２
・⾼２の夏に予備校に⾏っていない⼈は、スタートとして出遅れている。
受験対策へ向けた学習喚起のDM
⇒各科⽬とも通年テキストをしっかり⾏う。



◆⾼校⽣の冬期講習



◆継続を意識する

２⽉の継続案内で、次学年の通塾を促しても、ご家
庭は結論が出ている。

★今⽇の勉強会の⽇から冬期講習までの内容が勝負

①学習態度の変容
②成績の向上（実⼒テスト定期テスト検定合格）
③⼊試結果
④学習意識の変容

サービスの視覚化


